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要旨
　本研究は、中学校で使用されている教科用教科書の理由表現を調査するもので
ある。本研究では、中学校の主要 4 教科の教科書中で使用される理由表現を調査
した。その結果、4 教科で最も使用されている理由表現は「から」であることが
わかった。また、理由表現の使用に関して教科ごとに相違があることもわかった。
4 教科の理由表現に相違が見られたのは、各教科の目標が異なることも関係して
いることが考えられる。
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はじめに
　中学校の教科学習において、自分の考えや思いを伝えるために、理由を述べる
場面は多々ある。たとえば、国語科の教科書においては、「『メロス』の行動や考
え方について、共感できたところや、できなかったところを、その理由も考えな
がら話し合ってみよう」（『国語』:）という記述がある。もちろん、国語科に限
らず、他の教科でも理由を求める記述は多々あろう。しかし、教科を学習する際、
どのような理由表現を用いて、自分の考えや思いを伝えるかということに関して
は、あまり議論されてこなかったのではないだろうか。それでは、中学校の教科
書で実際に使用されている理由表現には、どのようなものがあるのだろうか。本
研究では、中学校の教科書を研究対象とし、教科書中で使用されている理由表現
の傾向を明らかにする。
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研究概要
　本研究では、以下の 4 点の方法より研究を行った。
　第 1 に、理由表現の定義を確認した。理由表現について本研究では、グループ
ジャマシイ（1998）の『日本語文型辞典』に記載されている、用例と解説を参考
にした。第 2 に、中学校の主要教科ともいえる国語科、数学科、社会科、理科の
教科書より、理由表現を抽出し集計を出した。理由表現は、各教科書の単元の本
文から抽出した 1)。なお、本研究では、中学校の教科書で使用されている理由表
現の実態・傾向を把握するため、表 1 に示した教科書を研究対象としたが、教科
書の選定に関しては無作為に行っている。なお、英語科に関しては、中学校の主
要教科ではあるが、第二言語の扱いとなると判断したため、今回の調査の対象か
ら外している 2)。第 3 に、4 教科の集計より、各教科の理由表現の平均値、標準
偏差を示す。これは、教科によって理由表現の使用にばらつきがないかどうかを
確認するためである。第 4 に、本研究における筆者の考察を述べる。
国語科 数学科 社会科 理科
『国語 1』
光村図書
『国語 2』
光村図書
『国語 3』
光村図書
『新　編新しい数学 1』
東京書籍
『新編　新しい数学 2』
東京書籍
『新編　新しい数学 3』
東京書籍
『中学生の地理』
帝国書院
『中学生の歴史』
帝国書院
『中学生の公民』
帝国書院
『新版理科の世界 1』
大日本図書
『新版理科の世界 2』
大日本図書
『新版理科の世界 3』
大日本図書
表 1　本研究で扱った教科書一覧
集計結果
　4 教科の理由表現の集計を、表 2 に示す。まず、4 教科全体の集計を見ると、
理由表現で最も使用されていたのは、第 1 位に「から」で 482 回、第 2 位に「た
め」が 362 回、第 3 位に「ので」が 192 回であった。最も使用された理由表現を
教科ごとに見ると、国語科では、「から」が最も使用されていることがわかった。
次に、数学科では、国語科同様に「から」が最も使用されていることがわかった。
また、社会科では、「ため」が最も使用されていることがわかった。そして理科
では、社会科同様に「ため」が最も使用されていることがわかった。
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表 2　4 教科の理由表現の集計
分析
　表 3 には、4 教科の平均値・標準偏差を示す。表 3 を見ると、どの教科も理由
表現の使用にばらつきがあるとことがわかる。特に、数学科と社会科ではその値
が顕著である。このことは、先ほど示した表 2 を見ても明らかであろう。教科に
よって使用されている理由表現にばらつきがあるということは、教科書中の本文
の記述に何か特徴があるのではないだろうか。このことに関しては、本研究での
結果を踏まえ、5. で筆者の考察として述べていきたい。
教科名 合計 平均 標準偏差
国語科 205 15.76 29.98
数学科 402 30.92 74.09
社会科 540 41.53 74.76
理科 219 16.84 29.13
表 3　4 教科の理由表現の平均値と標準偏差
考察
以上の調査結果および分析より、各教科に関する筆者の考察を行う。
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5.₁.　国語科
　第 1 に国語科の教科書は、数学科同様に「から」が最も使用されるが、他の教
科との一番の相違は、登場人物の立場や感情が含まれた理由表現が使用されるこ
とが考えられる。これは、他の教科には見られない特徴である。たとえば、よく
ないことの原因や責任の所存を表す際に用いる「せいで」も、国語科のみで確認
された。両者は教科書本文中において、下記のように使用されている（下線筆
者）。
（1）盆前で、あまり暇な釣り人がいなかったせいか、よく肥えた雑魚ばかりで（以
下略）。
　どちらの理由表現も、話し手・聞き手の立場や感情が含まれているものである
ということがわかる。他にも国語科にしか見られない理由表現があったが、これ
は、中学校での国語科が、「社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を
高め、思考力や想像力を養う」（文部科学省 2017a:11）ことを目標としているこ
ととも関係しているだろう。つまり、国語科は論拠としての理由を述べるだけで
はなく、話し手や書き手の立場・感情を含めて、聞き手・読み手に理由表現を用
いるのではないかと考えられる。
5.₂.　数学科
　第 2 に数学科の教科書は、根拠を述べるために、「から」が最も使用されるの
ではないかと考える。これは、数学科の特徴として論理の過程を示す教科である
ことが挙げられる。下記の通り、用例を確認する（下線筆者）。
（2）三角形の内角の和は 180°であるから　∠ OBA ＋∠ BAC ＋∠ OCA ＝ 180
℃
　数学科は、「数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性
質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を養う」（文部科学省 2017a:20）ことを目標としている。
理由表現の使用においても、以上の理由から、国語科のような話し手・書き手の
立場や感情が含まれた理由表現を使用しないのではないかと考える。また、出来
事が起こった原因を示す「ため」が使用されないのも、話し手・書き手自身が論
を展開するためである。つまり、今回の研究で「から」と「したがって」に使用
回数が偏ったのは、あくまでも論理の根拠を述べるためであると考える。
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5.3.　社会科
　第 3 に社会科の教科書で考えられることは、ある出来事が起こったその原因を
示すために「ため」が最も使用されることである。国語科で見られた、話し手・
書き手の感情が含まれる「からこそ」や「せいで」、数学科で多用された、話し
手・書き手の論理の根拠として示す「から」などとは違い、あくまでも出来事が
なぜ起こったのかを示すために使用されているのではないかと考える。社会科に
おける用例を下記の通り確認する（下線筆者）。
（3）また、治水やかんがいの技術が進歩したため、農業の生産が高まり、それに
ともない商業も発達しました。
　文部科学省（2017b）は、社会科の目標として、社会的な見方・考え方を働か
せ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立つことを示し
ている。つまり、社会科においては多面的・多角的に事象を捉えることが求めら
れる。事象を多角的に捉えるということは、話し手・書き手の感情は含まれない
といえる。また、数学科とは異なり、事象の原因について述べるため、話し手・
書き手の根拠として示す「から」は使用されない。以上のことより、社会科の理
由表現では「ため」が最も使用されたのではないかと考える。
5.4.　理科
　第 4 に理科の教科書で、社会科の教科書同様に「ため」が最も使用されるのは、
ある出来事が起こったその原因を示すためであると考えられる。しかし、社会科
との違いは、4 教科の理由表現の合計で最も使用された「から」も使用されてい
ることである。文部科学省（2017d）は、理科の目標について、自然の事物・現
象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本的な技能を身に付けるようにするということを述べている。つまり、理科
では、観察や実験を通して、社会科のように事象を捉えていく科目であり、数学
科のように論を展開する要素が含まれている科目であるといえる。ここで、下記
の通り理科での「から」と「ため」が使用された例を確認する（下線筆者）。
（4）輪ゴムののびは同じであるから、力 F は力 A と力 B の合力といえる。
（5）図 2 のように、ひもで持ち上げた物体や机の物体が動かないのは、重力とつ
りあう力が物体に働いているためである。
　なお、数学科や社会科で使用されなかった「おかげで」が、理科で使用された
のは、下記のような自然への恩恵に関する記述の部分だけである（下線筆者）。
（6）こうした要因のおかげで、地球は太陽系の中でただ 1 つ、表面に水が豊富に
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あり、生命が存在する惑星となっている。
おわりに
　以上、本稿では中学校の教科書における理由表現の調査を行った。本研究では、
4 教科で最も使用されている理由表現が「から」であることがわかった。また、
教科書中で使用される理由表現に、相違やばらつきが見られることが明らかとな
った。そして、理由表現の使用のばらつきは、各教科の目標と関係しているよう
である。以上のことから、教科学習の際には、教科の特徴や使用目的によって、
理由表現を使い分ける必要があると考える。今後は、小学校や高等学校の教科書
で使用されている理由表現や、家庭科や技術、体育や美術、音楽といった技能教
科を含めた理由表現も調査していきたい。
青木美寿華（あおき・みずか、創価大学総合学習支援センター助教）
注
1）今回の調査では、巻末の資料等は対象としていない。
2）国語科の古文・漢文に関しても、古典文法であるため
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